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研究成果の概要（和文）：ソーシャルメディアの普及に伴い、医療人の倫理やプロフェッショナリズムに関わる
SNS上でのモラルハザード事例が発生している。国内で発生した事例について、問題行動を区分化し、事例に基
づいたSNS利用チェックリストの作成を試みた。事例の問題行動を分析すると、「医療情報の取り扱い」「守秘
義務・プライバシーの保護」「プロフェッショナリズム」の3つに分類された。事例に基づいた、質問形式から
なる10項目の医療人向けSNS利用のためのチェックリストを開発した。

研究成果の概要（英文）：With the increasing use of social media, cases of unprofessional behavior by
 medical professionals related to ethics and professionalism on social networking services (SNS) 
have occurred. We attempted to classify the problematic behaviors from the cases occurring in Japan 
and created a checklist for SNS use. From our analysis of the case studies, we classified the 
problematic behaviors into three categories: “Handling of medical information,” “
Confidentiality/Privacy protection,” and “Professionalism”. Based on the case studies, we 
developed a questionnaire-style 10-item checklist for SNS use by medical professionals.

研究分野： プロフェッショナリズム

キーワード： モラルハザード　SNS　ソーシャルメディア　チェックリスト　倫理教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
SNSを介したモラルハザード問題は、急速な情報化社会の発展に伴って、新たに発生した問題である。事例から
区分化された、医療情報の適切な取り扱いや、医療人としての守秘義務やプライバシーの尊重、およびプロフェ
ッショナルとしての意識は、SNS上に限らず医療専門職のコミュニケーションの前提と考えられる。海外では医
療人に向けたSNS利用指針が提唱されているが、国内において医療人教育に特化したソーシャルメディア利用に
関する具体的な行動指針は明言されていない。事例に基づいた教育プログラム開発により、医療倫理教育への新
しい観点の提唱が可能となったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
2000 年以降、インターネット上のコミュニティであるソーシャルメディア（mixi、Twitter、

Facebook、LINE 等）の普及が進んだことに伴い、若者によるソーシャルメディア上でのモラル
ハザード（倫理観の欠如）による問題が頻発し、医療人による不適切な行為も発生している。こ
れらの多くは学びの場の外で発生しているため、問題の把握は困難であった。また、それらの行
為は社会的な責務や倫理観に対して自覚を欠く医学生や医師が増加していること、利用者のソ
ーシャルメディアの特性への理解の欠如等が考えられるが明らかにはなっていない。そこで、医
学生を含む医療人がソーシャルメディア上でのモラルハザード問題（倫理的、および、医療人の
プロフェッショナリズムに問題があるもの）の発生に及ぼす要因を明らかにし問題の発生を防
止するための教育プログラムの開発が必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、医学生を含む医療人が起こしうるインターネット・コミュニティ上でのモラルハ

ザード問題の発生に及ぼす要因を明らかにするとともに、医療人の医療倫理に関する認識・解釈
の程度と情報倫理行動の現状を探り、医療に関するモラルハザード問題の発生、および、医療系
学生や医療専門職がインターネットを利用する際に被害者や加害者になることを未然に防ぐた
めの教育プログラムを開発することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
私たちが行ってきた、医療系学生及び医療専門職がインターネット上で引き起こしたモラル

ハザード事例調査（文献 1）から、その内容を分析し、問題行動のリストアップとカテゴリー化
を実施した。事例に加え、海外の提言やガイドラインを参考に、網羅的なソーシャルメディア利
用のためのチェックリストを考案し、教育活用化を試みた。 
 
 
４．研究成果 
（１）モラルハザード事例の問題行動の区分化 
日本国内で発生した医療系学生及び医療専門職が引き起こしたモラルハザード事例のうち、

学業・業務に関する 17 件の事例について分析した。問題行動をピックアップして区分化すると
以下の 3 つに分類できた。表１にモラルハザード事例を分析した問題行動を示す。 
① 不必要な情報収集：担当患者の電子カルテや診療録、検査の治療の結果や画像、同意書な

どを個人の USB や PC,スマートフォンなどに記録することが該当する。患者の個人情報を
含む電子データを自宅に持ち帰って作業したいという状況が生じることがあるが、診療情
報取り扱いに関する院内ルールの遵守が求められる。また、興味本位で知人や有名人の電
子カルテを閲覧することも不適切である。 

② 医療情報の軽視：患者が特定される可能性のある個人の診療情報データをクラウドサービ
スにアップロードすることが該当する。学会発表や症例検討などの目的でも不適切な行為
である。SNS を通じて不特定多数の人に患者の情報を発信することは医療系学生、医療専
門職に関わらず厳重な処罰が科せられる。自分や自分たちが、患者個人が特定されないと
判断しても想定外のところから患者に不利益がもたらされることがある。 

③ プロフェッショナリズムの逸脱、倫理観の欠如、悪ふざけ：オンライン上の誹謗中傷やい
じめ、悪ふざけなどが該当する。うまく対応できなかった患者やその家族に対する反感や
怒りを発信し不特定多数の人々に共感を求めた事例や、病気や障がいによる身体的特徴の
揶揄、授業で扱う人体標本や献体の撮影、悪ふざけ写真を投稿する事例もある。SNS 上で
はその患者や投稿者を特定・非難・攻撃しようとするユーザーが問題を拡散し複雑化する
恐れがある。 

 実際の事例では、不適切な情報の収集が行われた後で、その情報が SNS に投稿されるなど、3
つの区分が複雑に絡み合っていた。 
 
表１．医療系学生・医療専門職が引き起こした事例に基づいたソーシャルメディア利用上のモラ
ルハザード区分 
区分 問題行動 
医学・医療情報の取り
扱い 
（不必要な情報収集） 

Ａ．診療目的外に患者の診療録を閲覧する 
Ｂ．診療目的外に患者の身体や受療状況を撮影・録音する 
Ｃ．臨床実習・研修先の施設（病院・診療所・在宅，等）で，了承なく撮影・
録音する 

守秘義務・プライバシ Ｄ．患者情報（氏名・住所など）や診療内容をインターネット上に書き込む 



ーの保護 
（医療情報の軽視） 

Ｅ．診療に関する情報（検査結果や画像など）をインターネット上にアップロ
ードする 
Ｆ．有名人・芸能人の受診をインターネット上に書き込む 

プロフェッショナリ
ズム 
（プロフェッショナ
リズムの逸脱、倫理観
の欠如、悪ふざけ） 

Ｇ．患者の病気や障がい者の不具合さをインターネット上で笑いの対象とする 
Ｈ．自らが接した患者への不満や中傷をインターネット上に書き込む 
Ｉ．授業で扱う人体標本や実験動物を撮影し，インターネット上にアップロー
ドする 
Ｊ．スマートフォンなどの IT ツールやデバイスを使って試験問題を不正に入
手・解答する 
諸井、小林、菅原、石川．医学教育 2020.51:401-404（文献 8）から抜粋 

 
 
（２）ソーシャルメディア利用のためのチェックリストの開発 
（１）で区分化したモラルハザードの問題行動を踏まえ、さらに海外の SNS 利用の提言やガイ

ドライン（文献 2-7）を参考にして網羅的な医療系学生及び医療専門職のためのソーシャルメデ
ィア利用のためのチェックリストを開発した。チェックリストは、医療系学生や医療専門職が、
学習や業務の過程で陥りやすい問題行動を１０項目に絞り、学習者が理解しやすく、医療系学生
や医療専門職の教育や研修に活用しやすい形を目指し、短文の質問文形式とした。開発したチェ
ックリストを表 2に示す。 
 このチェックリストは、医学教育モデル・コア・カリキュラム（令和４年度改訂版）の医学に
おける情報科学技術の活用で引用されたほか、医療系学生の教科書として活用される「メディカ
ルスタッフのための基礎からわかる人間関係論（南山堂）」「看護管理（ナーシング・メディカ）」
をはじめ、看護学習雑誌「プチナース」等に掲載され、本学以外での医学医療教育にも活用され
ている。 
 
表２．医療系学生と医療人のためのソーシャルメディア利用のためのチェックリスト 
医学・医療情報の取り扱い 
１．その医療情報（文書・写真・動画・音声）の電子データ入手は本当に必要ですか？ 
２．その医療情報（文書・写真・動画・音声）をインターネット投稿は本当に必要ですか？ 
守秘義務・プライバシーの保護 
３．インターネット上の不特定多数の人々への情報提供は，患者に不利益をもたらしませんか？ 
４．インターネット上に情報提供することで，患者個人が特定される危険はありませんか？ 
５．インターネットに投稿した情報は，必ずしも消去できないことを理解していますか？ 
プロフェッショナリズム 
６．自分が接した患者や家族に対する反感や怒りについて，インターネット上で共感を求めていませ 
んか？ 
７．患者の病状や障害者の不具合さをインターネット上でふざけたり面白がったりしていませんか？ 
８．人間の尊厳や動物愛護の観点からインターネットへのアップロードは問題ではありませんか？ 
９．あなたのインターネット上の言動が医療専門職（プロフェッショナル）としての信頼を損ねませ 
んか？ 
10. インターネット上で倫理的に問題のある投稿を発見した場合，勇気をもって適切な対応をとれま 
すか？ 

諸井、小林、菅原、石川．医学教育 2020.51:401-404（文献 8）から抜粋 
 
 
（３）教育活用化 
第 54 回日本医学教育学会大会の公開シンポジウムに採択され、本研究に関する SNS モラルハ

ザードについて討論する企画を設けることができ、本研究の研究者に加え計 4 名のシンポジス
トがテーマに関する講演を実施し、聴衆からの質問を交えて討論を行った。 
【シンポジウム】 
「医療系学生・医療専門職がインターネット・SNS でトラブルに陥らないために」 

演者１「医療系学生・医療系専門職が引き起こした SNS モラルハザード事例」 
諸井 陽子（福島県立医科大学 医療人育成・支援センター） 

演者２「事例に基づいた医療人のためのインターネット・SNS 利用チェックリスト」 
石川 和信（福島学院大学，舟山病院） 

演者３「医療プロフェッショナリズムとソーシャルメディア～医師養成と多職種協同の立
場から」 
孫 大輔（鳥取大学医学部地域医療学講） 

演者４「インターネット・SNS の上手な活用 Tips ～看護師養成の立場から」 
瀬戸山 陽子 （東京医科大学） 

 



本研究に先行して実施した収集事例（文献 1）に、最近の事例を追加し、「医療系学生・医療専
門職が引き起こした SNS モラルハザード事例」として事例を具体的に紹介し参加者間で共有し、
次に、「事例に基づいた医療人のためのインターネット・SNS 利用チェックリスト」として、表 1
及び 2を活用して紹介した。その後、医師養成、看護師養成の立場から、医療プロフェッショナ
リズムと、SNS の上手な活用法について論じた。このシンポジウムの内容は、医学新聞「Medical 
Tribune」にも取り上げられた 
 また、収集事例に関する論文「医療系学生・医療専門職が起こしたインターネット上のモラル
ハザード事例，医学教育．2016，47，185-187」（文献 1）は、発表後 6年を経過するも、国立研
究開発法人科学技術振興機構が運営する電子ジャーナルプラットフォームである J-STAGE
の月間アクセス数ランキングに長期間入っており、2022 年に「医学教育」にて企画された「J-
STAGE ダウンロード数年間トップ 20（2021 年 9 月～2022 年 8月）」の総合部門第 1位・掲示板部
門第 1位に、本研究の成果である「モラルハザード事例調査に基づく医療系学生と医療人のため
のソーシャルメディアチェックリストの開発，医学教育．2020，51，401－404」（文献 8）は、短
報部門第 3位・総合部門 49 位に輝いた。 
オンラインプロフェッショナリズム教育の必要性に高い関心が寄せられ、研究成果は、日本国

内の医療人教育に活用されている。 
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